
別添資料１ 情報理工学域・情報理工学研究科の各分野における研究目的 

 

（メディア情報学） 

映像、音響、触覚などの情報処理を用いた五感メディア、人工知能やエージェン

ト技術を用いる知的メディア、人間の感情とメディアの関わりを探る感性メディ

ア、メディアを駆使したコミュニケーションなどに関する研究分野 

 

（経営・社会情報学） 

経営・社会情報を活用して、多様な組織における運営、管理を創造的、効率的に

実践するための方法論や技術に関する研究分野 

 

（セキュリティ情報学） 

実世界のあらゆる情報を取り込み処理する高信頼、安全な社会基盤としてのイン

ターネットや情報セキュリティの発展を目指した、「サイバー空間と実世界の安全性

に対する脅威」に対抗する技術や管理・運用法、理論に関する研究分野 

 

（情報数理工学） 

物理現象、生命現象、経済活動、知的活動、社会システム、情報システムなど、

数理工学の方法が必要とされる多様な局面における、モデルの構築からシミュレー

ション結果の解析、新たな数理モデルに関する研究分野 

 

（コンピュータサイエンス） 

次世代情報化社会の創出を目指し、コンピュータとその利用に関する幅広い基幹

技術と理論に関する研究分野 

 

（情報通信工学） 

未来の情報システムを構築するための、情報理論、通信理論、符号化技術、ネッ

トワーク理論、暗号技術などの理論、ワイヤレスや光情報伝送のためのシステム・

デバイス・回路の基本設計法や通信ネットワーク設計・構築技術などに関する研究

分野 

 

（電子情報学） 

電子情報システムを構築するために不可欠なエレクトロニクス、計測、情報、制

御、ネットワークの先端技術に関する研究分野 

 

（計測・制御システム） 

計測・制御、信号処理技術を核として、家電・情報機器、自動車、航空宇宙機

器、ブランドなどの制御、高度レーダ計測機器や生体情報計測に基づく医療機器な

ど、賢くて、人間にやさしい先端システムの創出に関する研究分野 

 

（ロボティクス） 

多様な工業分野の総合技術であるロボット工学を核に、ロボットのメカニックと

知的制御、人間の脳による機械の操作を目指すブレインマシンインタフェース、視

触覚情報のセンシングと処理、マルティメディア情報に基づくインタフェース技

術、バーチャルリアリティ技術に関する研究分野 

 

研究活動に関する自己点検・評価報告書　別添資料



（機械システム） 

機械設計における計算機支援、創造的加工法の開発、生産システムの自動化・高

度化などに関する基盤技術、及び材料の強度と破壊、熱と流体に関する物理と制

御、計算力学と数値シミュレーションなど機械工学に関する研究分野 

 

（電子工学） 

ナノメートルのスケールで制御されたプロセス技術や新しい電子材料物性から、

デバイス構造・動作原理、さらには集積回路設計技術、回路・システム応用に至る

先端電子工学に関する研究 

 

（光工学） 

光機能材料、光デバイス、光通信・情報処理システムなど、基礎から応用に至る

光エレクトロニクス技術に関する研究分野 

 

（物理工学） 

自然界の真理・原理を探求する物理学とその技術への展開を図る工学を統合し、

先端技術や基礎研究の成果の俯瞰的理解に始まり、新材料や新機能の発見と開発か

ら幅広い応用に至る研究分野 

 

（化学生命工学） 

材料工学、生命工学、医用工学、環境工学分野など、資源の循環や医療の向上に

資する研究分野 

 

（出典：電気通信大学 web サイト「情報理工学研究科の紹介」   

https://www.uec.ac.jp/education/graduate/policy.html） 

 



別添資料２ 学内研究センター一覧 

 

センター名 目的 

レーザー新世代研究センター 光学、レーザー技術を駆使することにより、光や原子

の制御を行い、その応用により普遍的な技術を確立

し、更には産業応用可能な技術開発を行い、また、レ

ーザー関連研究の国際共同研究拠点として国際的学術

交流に寄与することを目的とする。 

先端ワイヤレス・コミュニケ

ーション研究センター 

建学以来の強みである、情報通信分野における最先端

のワイヤレス技術に特化した教育・研究を活性化し、

その研究成果を積極的に技術移転するとともに、学

科、専攻の枠を越えて志のある学生を、世界に通用す

る実践的基礎力を持つ人材に育てることを目的とす

る。 

宇宙・電磁環境研究センター 宇宙理工学、電波工学及び環境電磁理工学に関する教

育と研究を行うことを目的とする。 

脳科学ライフサポート研究セ

ンター 

脳科学と、情報工学、生体工学、人間工学、ロボット

工学、光科学等の分野との連携を通じて、医療や福祉

の現場で必要となる支援技術の研究・開発や、これら

の分野を担う研究者、技術者、医療従事者などの人材

育成を図ることにより、ライフサポート研究分野にお

ける世界的な教育・研究拠点を目指すことを目的とす

る。 

i-パワードエネルギー・シス 

テム研究センター 

エネルギー・環境問題解決のためのソリューション研

究を通じて、グローバル人材の育成と産業競争力向上

に貢献することを目的とする。 

フォトニックイノベーション

研究センター 

ナノ光ファイバーをキー技術として量子フォト二クス

関連技術を開発し、近将来の量子情報通信システムに

組込み可能な実用技術として完成させることを目的と

する。 

燃料電池イノベーション研究

センター 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構プ

ログラム「固体高分子形燃料電池実用化推進技術開発

/ 基盤技術開発/MEA 材料の構造・反応・物質移動解

析」のサブテーマ「時空間分解Ｘ線吸収微細構造

（XAFS）等による触媒構造反応解析」を推進すること

を目的とする。 

量子科学研究センター 光と物質、物質同士の相互作用を探究し、そのふるま

いを極限的に計測する技術の開発を通じて物性科学に

おける新しい学理の構築を目指すとともに、光科学お

よび量子科学分野の研究力を強化し、この分野の研究

の世界的な潮流をリードすることを目的とする。 

人工知能先端研究センター 人工知能、ロボティクス、脳神経科学、人間情報工

学、サービスコミュニケーション、計算機科学等の研

究分野を集結させ、本学にしかできない人工知能・ビ

ッグデータ・サービスサイエンスの融合研究により、

汎用人工知 



能の開発を中心として、先端人工知能による科学的発

見及びデザイン、サービスへの応用並びに学生教育や

若手研究者の輩出により、新たなイノベーションやサ

ービスを生み出す次世代の情報社会インフラの構築に

資することを目的とする。 

ナノトライポロジー研究セン

ター 

摩擦により失われるエネルギーと波及損失を軽減する

ため、摩擦をナノレベルから低くする材料の開発と摩

擦をナノレベルから制御する方法の提案を行い、これ

らに基づく高効率の革新的エネルギー変換システムの

開発を目的とする。 

（出典：電気通信大学概要 2018-2019） 
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事務組織

教育研究組織
（学域・研究科、教育・研究センター、研究ステーション、研究プロジェクト）

広報センター

海外拠点（UEC ASEAN教育研究支援センター 、他）

国際教育センター

学長直下に戦略立案・統括機能を集約

グローバル化教育機構

学長 ＩＲ室

研究戦略統括室
（全ＵＲＡが所属）

男女共同参画・
ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ戦略室

国際戦略室

産学官連携センター
・産学官連携支援部門
・ベンチャー支援部門
・知的財産部門

研究活性化推進室

電気通信大学における研究推進体制

別添資料３ 電気通信大学における研究推進体制
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新たな戦略目標「D.C.＆I.」

組織間
連携

大学等の要望
（医工連携等）

組織間
連携

産業界等の要望
（自動車、電機、

インフラ等）

「 ダイバーシティ」「 コミュニケーション」「 イノベーション」が連動するＵＥＣモデル
D C I

触発する
コミュニケーション

C

人工知能
情報・通信

光・量子

研究ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ
女性・若手研究者

外国人研究者

【分野】 【対象】
【人材】

「第５期科学技術基本計画」：「超スマート社会(Society 5.0)」の実現
「IoTシステム」、「ビッグデータ」、「AI」、「デバイス」、「ネットワーク」、

「ロボット」、「センサ」、「素材・ナノテクノロジー」、「光・量子」など

C C

ダイバーシティ（多元的な多様性）
D

II
基礎的研究

イノベーションの連鎖
実用化研究

イノベーションの連鎖
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別添資料４ D.C.& I.戦略



1

「D.C.& I.戦略」に基づき本事業を加速し、
イノベーション創出と研究大学群の重層化への

貢献に繋げるための戦術的要素

・学長のリーダーシップにより、
「個を光らせる組織」と「組織の中で光る個の育成」を実現！

・教育（人材育成）、研究、社会貢献という大学の重要な使命が
スパイラルアップしながら、
イノベーションを持続的に創出する大学ガバナンスを確立！

最終的
な目標

IR室を通じたURAによる
「リサーチパワー分布分析」
をフルに活用

２点への焦点化！

組織連携の
拡大

資金獲得の
強化

「D.C.＆I.戦略」による本事業の加速
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研究者の組織化、
異分野組織間連携

組織的な国際連携

多様性を確保する
人材登用

イノベイティブ人材
の育成

戦略目標に向けた
研究推進体制

今後５年間の将来構想（全体像）

西東京３大学連携による文理協働型グローバル人材育成プログラム、
データ関連人材育成プログラム、卓越大学院構想の実現、
グローバルアライアンスラボ (GAL) の強化・拡充など

「研究インテグレータ (RIer)」の発掘・育成、女性・若手・外国人の
積極的登用など

ダブルディグリー等の海外との連携プログラム、海外拠点機能の
強化、国際共同研究の促進など

RIerが牽引する研究者の組織化、物理学（オプティクス）の継続的
強化、「AI for X」を旗印とする研究拠点の創設など

「ネットワーク型ＵＲＡ」の機能強化、「研究インテグレーション
プラットフォーム」の整備、ＵＥＣアライアンスセンターを活用
した“協働と共創”の加速など

D. C. & I. 戦略
組織連携・資金獲得

D

C

I

★これまでの本事業における……

“ ダイバーシティ (多元的多様性)“

“ コミュニケーション（深い相互理解、相互触発、連携・協働)“
……に係る取組を更に加速！

“ イノベーション“

★“組織連携の拡大”、“資金獲得の促進” に焦点化して
研究力強化策を推進し、教育、研究、社会貢献という
大学の使命がスパイラルアップし……

……を持続的に創出する大学ガバナンスを確立！
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将来構想を実現するための取組(1)(2)

①西東京３大学連携を基盤とした文理協働
型グローバル人材育成プログラム（国際
文理共同専攻の設置構想：Ｈ31予定）
の実現

②文部科学省データ関連人材育成プログラム
「データアントレプレナーフェロー
プログラム」の推進

③本学の強みを生かし産業界も含めた他機
関との連携による「卓越大学院構想」
の実現

④海外大学との「グローバルアライアンス
ラボ」の強化・拡充

（１）大学院の強化方針

①研究者の組織化を促進するためのキー
パーソンとなる「研究インテグレータ

（RIer）」の素養を持つ若手研究者の
発掘・育成

②女性・若手・外国人の積極的登用・支援

③柔軟な人事制度設計と運用

（２）人材登用の強化方針

イノベイティブ人材の育成 多様性を確保するための人材登用

・大学院博士課程修了者100人以上
・グローバルアライアンスラボによる
双方向の学生・研究者の交流を
年当たり40名以上に拡大

・女性研究者在籍数150名以上
・外国人専任教員50人以上
・40歳未満の若手教員の

専任教員比率23％以上【新】
・クロスアポイントメント適用者

延べ15人以上【新】
・年俸制適用者45人以上【新】
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将来構想を実現するための取組(3)(4)

①海外大学とのダブルディグリーなどの
連携プログラム

②海外拠点機能の更なる強化と海外有力校
との国際共同研究

③外国人の積極的登用、支援

（３）国際化の強化方針

①「物理学（特にオプティクス）」の継続的
強化、拠点活動の推進

②「AI for X」(Center of Centers) の構築
・「超スマート社会(Society5.0)」

を実現する広範囲な学問領域の
統合化を加速

・資金・知・人材の好循環により非連続な
イノベーションを創出する一大研究拠点

（Center of Centers）を構築

（４）研究分野の強化方針

リサーチパワー分布分析

民間資金を活用した新たな研究棟
「AI for X ビル」の建設

Oct.

1

2017

多様性の確保と組織的国際連携 RIerが牽引する研究者の組織化、
異分野組織間連携

北京理工大学に海外拠点設置

・ダブルディグリーなど
海外との連携プログラムを5件以上【新】
・海外拠点機能を拡張し、
連携プロジェクトを延べ10件以上実施【新】
・外国人専任教員50人以上
・事務職員の海外派遣を毎年1名以上【新】

・他機関との異分野融合プロジェクト延べ10件以上。【新】
・科研費新規採択率40％以上【新】
・工学系・情報系分野の国際共著率25％以上【新】
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将来構想を実現するための取組(5)

（5）研究推進体制の強化方針

・「ＵＲＡ共創プラットフォーム（ＣｏＰＵＲＡ）」を充実し、
「ネットワーク型ＵＲＡ」の普及・定着を加速

・ＵＥＣ／ＵＲＡを機能強化し「研究インテグレータ（RIer） 」として育成

・研究戦略統括室と学内組織の有機的連携
・「研究インテグレータ（RIer） 」の継続的育成と

「研究の統合化（研究者の組織化）」 の促進
・大学固有の組織化ノウハウの構築

・本学の強みである研究センター群と入居企業との
連携による組織的な共同研究

・連携と協働によるイノベーション創出と
人材育成

・各種収益事業の積極的展開

共同研究倍増！
知財収入倍増！
新規大型プロジェクト２０件！
新規大学発ベンチャー１０件！

ネットワーク型ＵＲＡの機能強化

研究インテグレーションプラットフォーム

ＵＥＣアライアンスセンターの活用
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研究インテグレーションプラットフォーム

国際
戦略室 CoPURA研究

センター群
インキュ

ベーション
施設

新たな戦略目標

～「個を光らせる組織」と「組織の中で光る個」の実現～

ＵＥＣの研究力の最大化

ＩＲ室

大学発
ベンチャー

オープンラボ
PICT Lab

AI
光・量子
ワイヤレス
脳科学
宇宙・電磁環境
i-パワード
ナノトライボロジー
燃料電池
フォトニック

研究戦略統括室

COMPASS

学長
オフィス
アワー

ＵＥＣ
アライアンス

センター
部局内

Informal
懇談会
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補助事業終了後に向けたビジョン

共同研究の倍増共同研究の倍増

知財収入の倍増知財収入の倍増

組織連携の拡大による大型競争的資金の獲得組織連携の拡大による大型競争的資金の獲得

「AI for Xビル」の建設「AI for Xビル」の建設

UECアライアンスセンターを起爆剤とした
収益事業の展開
UECアライアンスセンターを起爆剤とした
収益事業の展開

既定経費（学内予算）の見直し既定経費（学内予算）の見直し

Ｈ28： 2.4億円

平均 １千万円/年

研究インテグレーションプラットフォーム
を通じた新規プロジェクト２０件

研究費・運営費・施設費の
すべてに民間資金を導入

ネーミングライツ
各種協賛事業

資金獲得のための
支援強化

２千万円/年へ

Ｈ32： 5億円へ

２千万円/年の増収

1.2億/年の
間接経費収入増

新たな研究拠点のモデルケース

（コストセンターからの脱却！）



別添資料５－１ 学術雑誌等掲載論文数の推移 

 

出典：電気通信大学教員基本データベース 

 

別添資料５－２ 著書数の推移 

 

出典：電気通信大学教員基本データベース 

H27 H28 H29 H30

学術雑誌掲載論文 663 714 661 685

うち、学術雑誌掲載論文（査
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別添資料５－３ 論文の国際共著率の推移 

 

出典：Clarivate Analytics Web of Science 

 

別添資料５－５ 国際会議等研究成果発表数の推移

 

出典：電気通信大学教員基本データベース 
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別添資料５－６ 特許出願数の推移 

 

出典：電気通信大学調べ  

別添資料５－７ 特許取得数の推移 

 

出典：電気通信大学調べ 

H27 H28 H29 H30

特許出願数 47 58 60 51
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別添資料５－８ ライセンス契約数及び収入額の推移 

出典：電気通信大学調べ 

 

別添資料５－９ 受賞数の推移 

 

出典：電気通信大学教員基本データベース 

H27 H28 H29 H30

ライセンス収入額 6,327 6,169 8,581 13,677
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別添資料５－１０ 受賞・表彰一覧 

 

経済産業大臣賞 

平成 29 年度 経済産業大臣賞 新 誠一 機械知能システム学専攻 

 

 

文部科学大臣表彰者一覧（平成 28 年度～31 年度） 

 

平成 31 年度 若手科学者賞 平田 修造 基盤理工学専攻 

平成 29 年度 若手科学者賞 丹治 はるか レーザー新世代研究センター 

科学技術賞 久野 靖 共通教育部 

科学技術賞 中山 泰一 情報・ネットワーク工学専攻 

平成 28 年度 若手科学者賞 渡邉 恵理子 先進理工学専攻 

若手科学者賞 谷口 淳子 先進理工学専攻 

 

 

 

 

 

 

 



別添資料６－１ 科学研究費獲得額及び件数の推移 

 

出典：電気通信大学調べ 

 

別添資料６－２ 科研費新規採択率の推移 

 

出典：文部科学省「科学研究費助成事業の配分について（H27-H30）」 

  

H27 H28 H29 H30

金額 623,710 625,530 680,734 692,640

件数 193 215 228 228
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科学研究費獲得額及び件数 件
数

H27 H28 H29 H30

科研費の新規採択率 33.7% 33.7% 35.8% 36.6%
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別添資料６－３ 共同研究獲得額及び件数の推移 

 

出典：電気通信大学調べ 

 

別添資料６－４ 受託研究獲得額及び件数の推移 

 

出典：電気通信大学調べ 
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別添資料６－５ 平成２９年度 国立大学における受託研究受入額（研究者１人あたり） 

研究者１人

当たりの受

託受入額順

位 

機関名 
研究者１人当たりの受託受入

額 

1 東京工業大学 5,340 

2 東京大学 5,233 

3 京都大学 4,751 

4 東北大学 3,762 

5 大阪大学 3,507 

6 北陸先端科学技術大学院大学 3,241 

7 名古屋大学 2,980 

8 奈良先端科学技術大学院大学 2,798 

9 九州大学 2,795 

10 政策研究大学院大学 2,691 

11 電気通信大学 2,671 

12 横浜国立大学 2,419 

13 北海道大学 2,356 

14 福島大学 2,183 

15 東京農工大学 2,170 

16 信州大学 2,081 

17 長岡技術科学大学 1,983 

18 名古屋工業大学 1,964 

19 豊橋技術科学大学 1,921 

20 筑波大学 1,802 

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況」 



別添資料７－１ 国立大学における同一県内企業との共同研究受入件数（平成 29 年度） 

順位 機関名 件数（同一県企業のみ） 

1 東京大学 1,099 

2 東京工業大学 361 

3 大阪大学 332 

4 名古屋大学 211 

5 東京農工大学 167 

6 広島大学 135 

7 京都大学 125 

8 名古屋工業大学 116 

9 信州大学 111 

9 三重大学 111 

11 東北大学 109 

11 電気通信大学 109 

11 神戸大学 109 

14 東京医科歯科大学 102 

15 東京海洋大学 76 

16 群馬大学 71 

17 豊橋技術科学大学 67 

18 岐阜大学 66 

18 九州大学 66 

 出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況」（平成 29年度） 

  



別添資料７－２ 国立大学における同一県内企業との共同研究受入額（平成 29年度） 

   （金額：千円） 

順位 機関名 受入額（同一県内のみ） 

1 東京大学 4,316,841 

2 大阪大学 1,846,213 

3 東京工業大学 1,257,450 

4 名古屋大学 1,253,170 

5 京都大学 545,835 

6 神戸大学 404,708 

7 東北大学 380,891 

8 広島大学 332,431 

9 東京医科歯科大学 311,141 

10 東京農工大学 253,012 

11 名古屋工業大学 233,978 

12 豊橋技術科学大学 163,739 

13 電気通信大学 161,021 

14 九州大学 144,745 

15 熊本大学 136,899 

16 信州大学 126,268 

17 静岡大学 112,939 

18 東京海洋大学 106,817 

19 徳島大学 105,756 

20 群馬大学 74,128 

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況」（平成 29 年度） 

  



別添資料７－３ 国立大学における同一県内企業との共同研究受入件数（研究者１人あた

り）（平成 29 年度） 

順位 機関名 
研究者１人あたりの 

受入件数 

1 豊橋技術科学大学 0.316 

2 東京農工大学 0.298 

3 帯広畜産大学 0.298 

4 電気通信大学 0.291 

5 名古屋工業大学 0.284 

6 東京工業大学 0.272 

7 東京海洋大学 0.215 

8 北見工業大学 0.167 

9 東京大学 0.164 

10 九州工業大学 0.159 

11 京都工芸繊維大学 0.114 

12 長岡技術科学大学 0.113 

13 宇都宮大学 0.106 

14 三重大学 0.105 

15 信州大学 0.101 

16 北陸先端科学技術大学院大学 0.091 

17 横浜国立大学 0.089 

18 茨城大学 0.087 

19 静岡大学 0.083 

20 岩手大学 0.076 

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況」（平成 29 年度） 

 

  



別添資料７－４ 国立大学における同一県内企業との共同研究受入額（研究者１人あたり）

（平成 29年度）                         （金額：千円） 

順位 機関名 
研究者１人あたりの受入額

（同一県内のみ） 

1 東京工業大学 948 

2 豊橋技術科学大学 772 

3 東京大学 644 

4 名古屋工業大学 573 

5 東京農工大学 452 

6 電気通信大学 429 

7 名古屋大学 389 

8 大阪大学 386 

9 東京海洋大学 303 

10 神戸大学 199 

11 東京医科歯科大学 186 

12 広島大学 155 

13 静岡大学 146 

14 帯広畜産大学 140 

15 九州工業大学 132 

16 京都工芸繊維大学 125 

17 横浜国立大学 119 

18 信州大学 115 

19 長岡技術科学大学 110 

20 京都大学 107 

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況」（平成 29 年度） 



大学名 重点支援 財務 分類

調査年度

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

北陸先端科学技術大学院大.. 重点支援 大

政策研究大学院大学 重点支援 大

東京外国語大学 重点支援 文科大

奈良先端科学技術大学院大.. 重点支援 大

小樽商科大学 重点支援 文科大

電気通信大学 重点支援 理工大

北見工業大学 重点支援 理工大

埼玉大学 重点支援 医無総大

大阪大学 重点支援 旧帝大

北海道大学 重点支援 旧帝大

筑波大学 重点支援 医総大

東北大学 重点支援 旧帝大

東京藝術大学 重点支援 文科大

九州工業大学 重点支援 理工大

京都大学 重点支援 旧帝大

九州大学 重点支援 旧帝大

一橋大学 重点支援 文科大

室蘭工業大学 重点支援 理工大

名古屋大学 重点支援 旧帝大

広島大学 重点支援 医総大

静岡大学 重点支援 医無総大

長岡技術科学大学 重点支援 理工大

帯広畜産大学 重点支援 理工大

横浜国立大学 重点支援 医無総大

長崎大学 重点支援 医総大

山口大学 重点支援 医総大

和歌山大学 重点支援 医無総大

岡山大学 重点支援 医総大
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別添資料８　専任教員 占める外国人教員の割合

教員数 合計,外国人 合計 割合 合計 調査年度  大学名, 重点支援  財務 分類 分類

tasuku.hasegawa
タイプライターテキスト
※並び順　2018の割合降順

j-hando
ハイライト表示

j-hando
ハイライト表示

j-hando
ハイライト表示
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電気通信大学

人工知能研究とのコラボレ ー ションを実現する学修スペ ース

電気通信大学附属図書館「UEC Ambient Intelligence Agora」

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------· 

目的・趣旨 I
電気通信大学附属図書館では、 平成 29年4

月に「UEC Ambient Intelligence Agora」（以

下、「Agora」という。）をオー プンしました。

Agoraは、電気通信大学に設置された国立大学

初の 人工知能研究拠点「人工知能先端研究セン

タ ー 」(Artificial Intelligence eXploration 

Research Center : AIX) と附属図書館の協働

により構築した革新的な学修スペ ースです。

220人収容可能なアクティブラ ー ニングスペ

ースであると同時に、 人と共生する汎用人工知

能（汎用AI)の研究開発を目的とした実験空間

としての性格を持ち、 AIの支援によって学修者

の主体的な学びが深化する次世代の教育・イノ

ベ ー ション創出空間の実現を目指すこの試み

は、 世界にも類を見ないものです。

＇

 

Agoraでの学修風景

実施内容 I
Agoraの構築は、 アクティブラ ー ニング空間

の実現を目指す附属図書館と、 学修行動ビッグ

データを活用した汎用 AI の研究開発を目指す

人工知能先端研究センタ ー の協働によって実

施しました。 構築に当たっては両者が協議を重

ね、 それぞれが単独に計画・実施していては生

まれ なかったであろう様々なアイデアを具体

化することができました。

Agoraは、附属図書館から得られたビッグデ
ータが AI 研究に生かされるとともに、 研究成

果が図書館 サービスに還元されることを通し

て、 イノベーションの循環が生み出されること

を企図しています。 この自的の実現 のために、

(1)センシングシステム、(2) AVシステム、(3)

アクティブラ ー ニング環境から構成される施

設・設備の整備を行いました。

センシングシステムのアプリケーション

(1) センシングシステム

Agoraでは、 学修スペースが46ブロックに

分かれており、 温度・湿度・照度センサー、 人

感センサー、CO2センサーを各ブロックに配置

しています。既存ネットワ ー クから独立した無

線LANシステム「AIA-Wireless」を通じて、

館内のアプリケーション端末に、 センサーが取

得したデータが記録・保存されます。 また、 視

覚化アプリケー ションによってデ ー タの推移

を直感的に把握することができるよう になっ

ており、 センサーの配置場所と館内マップを組

み合わせてデ ータを表示することができる仕

組みは、 本学で独自に開発されたものです。
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(2) 様々なコラボレーションの呼び水

Agora をフィ ー ルドとして次のような様々

なコラボレーションが実施に至りました。

． 都内中学校生徒の大学見学に合わせて、本学

教員による先端的ICT に関する模擬講義を

開催

· IEEE (米国電気電子学会）のサービスディ

レクタ ーを迎えての論文執筆者向け講習会

の開催

・ オープンキャンパスでの図書館施設開放に

合わせて、 入試課を中心とした入学希望者個

別相談会の開催、及び本学OB提供の3Dプ

リンタの学生による実演

・ 教務課主導による西東京三大学共同基礎ゼ

ミ合同発表会の実施

特にオ ープンキャンパスでの個別相談会に

は従来にない多くの来場者があり、 図書館施設

の見学者数も増えたことから、 次回以降も協働

を継続する方向で検討を進めています。

IEEE Authorship Workshop 

`
 

4遭2

='!:i 

栗原研究室による中学生向け模擬講義

(3) 研究開発への活用

AI 研究への活用については今後の課題です

が、 人工知能先端研究センターでの協議が開始

されており、 ディ ープラーニングマシンの利用

も始まっています。

今後の展開・課題 I
Agoraの次のステップは、 学修スペースから

取得されたセンシングデータや画像・音声デー

タの活用です。 研究者と協働してデータを解析

し、 利用者の行動特性の把握によって、 附属図

書館のさらなるサービス向上プランを作成す

ることを目指しています。 あまり利用されてい

ないスペースの再整備、 逆によく利用されてい

るスペースや学修ツ ールの拡充、 対話型ロボッ

トなどを利用した学修への インタラクション

システムの開発などが、 次の課題です。 なお、

画像•音声データの研究利用については、 本学

が設置する「ヒトを対象とする実験に関する倫

理委員会」で事業計画の申請を行うなど、 個人

情報保護等には十分配慮することを念頭に置

きつつ進めていく予定です。

これまで、 人工知能研究者と図書館職員の間

にほとんど接点はありませんでした。 しかし今

回の共同事業は両者に化学変化をもたらそう

としています。 学生も参画しての学修支援ロボ

ット開発プロジェクト、 利用者の状況に応じて

学修環境の最適化が行われるアンビエント空

間の実現、 図書館イノベーションを志向した産

学連携など、Agora構築をきっかけに様々な可

能性が拡がっています。AIが急速に社会に浸透

していくことが予想される今日、 人とAI の協

働によって知の創生が促される近未来の学修

空間のモデルとなることがAgora の中期的な

目標です。
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